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Ⅰ．はじめに
介護福祉士養成教育が開始され20数年が経過した。介護福祉士を取り巻
く環境では，高齢者介護および障害者介護など福祉ニーズの多様化，介護の
高度化問題が顕在化している。そこで介護福祉士養成においても，より質の
向上を目指した教育が期待されることとなり，利用者の生活を支援する介護
福祉士には，一人ひとりの利用者に対して行う日常生活の介護が専門的で根
拠のある内容であることが求められている。介護福祉士の養成カリキュラム
では，1987年の資格創設時当初の1500時間から，2000年には1650時間へ
と教育時間が増加し，2007年には抜本的なカリキュラム改正が行われ「人
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間と社会」「こころとからだのしくみ」「介護」という3つの領域区分合計
1800時間が設けられた。そこで特に注目されるのは「介護」領域のうち，
介護過程が履修科目として150時間追加され，教育強化が図られたことで
あった。
介護過程教育では，教育のねらいとして「他の科目で学習した知識や技術
を統合して，介護過程を展開し，介護計画を立案し，適切な介護サービスの
提供ができる能力を養う学習とする」と定められている。これは3領域で
学習した知識や技術を統合する能力を養うこととされ，新カリキュラムにお
ける介護過程教育の位置づけでは従来の科目積み上げ式の教育ではなく，各
科目の関連づけを意識した教育を行うことが不可欠の課題となる。また，介
護の専門性の構築が議論される今日において，筋道を立てて根拠をもった介
護実践を行うには，論理的な思考のプロセスを身につけることは不可欠であ
り，ここに介護過程教育の核心があるのではないだろうか。
介護過程については，これまでも先行研究によって検討が進められ，介護
過程とは何かは極めて明確なものとなってきている。また，既に嶋田
（2015）で明らかにしたように，介護過程教育研究はまだ発展途上であり，
教授方法に関しては各養成校において試行錯誤の中にあると思われる。そこ
で本稿では，新カリキュラムが実施された2009年度以降に発表された介護
過程に関する先行研究を対象として，これまで行われている介護過程に関す
る研究の動向から，介護過程教育をすすめていくうえでの課題を検討する。
Ⅱ．研究方法
1．研究対象
新カリキュラム以降，主要出版社5社より発刊されている『介護過程』
の教科書および，論文検索サイトCiNii Articlesを用いて「介護過程」を
キーワードとして検索し，該当した181件のうち，2009年から2014年に発
表された論文および研究ノート等50件を対象とした。
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2．研究対象
主要出版社より発刊されている教科書については，介護過程の定義につい
て記述されている項目を取り上げ，内容の確認を行った。また50件の論文
については，テーマと内容を確認し各研究の目的別に①理論的研究，②教育
方法，③その他の3つに分類した。
Ⅲ．結果
（1） 理論的研究
1．介護過程の定義
新カリキュラム以降に発刊された主要出版社5社の介護過程のテキスト
より，介護過程の定義について整理した。まずＡ社では「利用者が望むより
良い生活，より良い人生を実現するという，介護の目的を達成するために行
う専門知識を活用した客観的で科学的な思考過程をいう」1），Ｂ社では「利用
者一人ひとりが望む生活を実現するために，多角的な情報収集を行い，生活
上のニーズや解決すべき課題を明確にし，介護計画を立案，実施，評価する
一連の思考と実践の過程である」2）と定義している。またＣ社では「介護を必
要とする利用者のあらゆる生活上の課題を発見して，その解決にあたるため
に系統的で理論的根拠を持った，課題解決のための思考の過程」3）としてい
る。さらに，Ｄ社では介護過程とは何かを問い直し，介護過程の基本的概念
として「介護過程は老い，病，心身の障害などに起因して日常生活に支障
（困難）を生じている人びとへの生活支援の1つの領域で，生活支援におけ
る1つの役割・機能を担い，直接の人間関係を基盤として行われる介護
サービス提供の全体像」4）と述べている。さらに，Ｅ社では介護過程は2つ
の意味を含むとして，「信頼関係を築いていくプロセス（過程）と，要介護
1）介護福祉士養成講座編集委員会（2011），p2。
2）石野育子編著（2013），p15。
3）井上千津子・澤田信子・白澤政和・本間昭監修（2009），p140。
4）黒澤貞夫編著（2007），p3。
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者を全人的に理解し，そのニーズや課題に対してどのように援助・支援して
いくのかを考える思考の過程（プロセス）の2つのプロセスである」5）とし
ている。以上のように，新カリキュラム以降に発刊された主要出版社による
介護過程のテキストに記述されている介護過程の定義について，①思考と実
践の過程，②課題解決のための思考過程・信頼関係の構築過程と示されてい
るなど，定義については一定程度の統一がなされつつあることを確認でき
た。
2．介護福祉理論
介護福祉の概念について研究を進めた杉山（2013）は，「介護過程の展開
ツールは，介護福祉とは何かということを具体化するツールである。介護福
祉の概念は介護福祉の独自性であり，介護過程の展開ツールはその独自性を
形にするツールである」と述べ，介護福祉の概念の確立に介護過程を重要視
することを提言している。また川﨑（2010）は，ケアワーク（介護）とその
思考過程に視点を置いた研究を行い，「ケアワークを専門性や科学的である
といった視点からとらえようとすれば，介護計画に基づく支援の方向性とそ
の展開について客観的妥当性が問われなければならない。この妥当性である
という結果を導きだすための一定の知識，技術，価値観，経験，思考方法と
いったものが必要となる」として，ケアワークにおける専門性を考える基本
となる科学性や客観的妥当性については未だ探究過程にあることを指摘して
いる。介護過程論を構築するための研究を進めた加藤（2014）は，「介護過
程の定義としてそれを思考過程と規定することはできない。その理由として
①理論としての介護過程とその現実的な基礎的である実際の介護実践との対
応関係が不明確になる ②理論化された介護過程の構成要素として形式上は
実施を位置づけているとはいえ，介護実践の展開としての実施と，介護過程
全体が思考過程であるとの規定の論理的整合性が図れなくなってしまう」と
5）川井太加子・野中ますみ編著（2014），p125。
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問題提起し，介護過程の理論化を図るためには，介護過程を「思考と実践の
プロセス」といった介護実践の一連を基礎に捉える必要があるとしている。
介護過程の構成要素は，①情報収集，②課題の明確化（アセスメント），③
介護計画立案，④実施，⑤評価といった5つの要素から成り立っており，
これらのことからも介護実践の一連のプロセスが介護過程であると言い切れ
るだろう。
これらの構成要素の中でもアセスメントの位置づけとその内容についての
考察を進めた池田他（2012）は，「介護過程，アセスメントという抽象的な
概念は，どうすれば実際の出来事のなかで活用・応用され，具体的に介護の
対象者に対して実践化されていくことができるかが考慮されなければならな
い」と述べ，介護過程教育においてはアセスメント力の向上に向けての教
材・教具の開発についての検討の必要性を言及している。また，わが国の介
護保険制度で導入されているケアマネジメントと介護過程の関係性について
考察を進めた大森他（2010）は，施設サービス計画書と介護過程における個
別援助計画との連動について，「介護過程の仕組みを施設と在宅（居宅）と
に明確に位置づけなければ，特に実践・実習の場としての活用度の高い施設
サービスでは，介護過程なる手法や作業が埋没して，ただ学校現場だけの一
人歩きの介護過程に陥りはしないだろうか」と指摘し，介護現場における介
護過程の実践の場の不明確さについて問題提起している。
（2） 教育方法についての研究
今回の研究対象とした50件の文献の内，約80％（40件）が教育方法に関
する研究であった。具体的な研究内容の内訳を，①授業・教授方法，②アセ
スメント関係，③実習関連，④教材開発の4項目に分類し，それぞれにつ
いて検討しよう。
1．授業・教授方法
授業・教授方法についての研究一覧は表1に整理した。ここでは9件の
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文献が確認されたが，その中でも介護過程授業に演習を用い学生の理解度を
深める検討を行ったものが半数以上であった。根本他（2011）は，学生の介
護過程を理解するプロセスを追うことを目的として授業でいくつかの事例を
使い，介護過程の流れの理解や方法の習熟などを振り返った研究を行ってい
る。また，横尾他（2009）はペーパーシミュレーションを用いて演習を行
い，これらの演習が施設実習においてどのように学生の理解につなげられた
かを明らかにする研究を行っている。そして介護過程の演習授業においては
事例検討を用いた授業展開が行われ，学生の理解度について検証を目的とし
た研究が行われている。また，介護過程という科目を通して学生の介護観構
築に向けた研究を行った緒方他（2013）は，「専門職と呼ばれる職業には，
研究目的
1 介護過程の授業展開を振り返ることで，学生の力を引き出し伸ばすことができる授業展開を考える。
2 新カリキュラムを視野に入れて介護過程の展開の教授法についての検討。
3
介護過程という科目を教授する教育の意識も受講する学生の認識について調査
し，今後の介護過程の展開に関する教授法が学生にとってより学び易いものと
なり，さらにより質の高い介護観の構築に繋がる研究を行った。
4
学生がグループ討議の手法を身につけグループ間で相互学習することによりコ
ミュニケーション能力を高め，重度の認知症高齢者へのICFの視点に立った介
護過程の展開を体験できる演習方法の一つとして提示。
5
介護過程を実際に展開するために，介護過程と介護総合演習の授業を担当する
教員が連携を図りながら教育しているが，情報収集からアセスメント，介護計
画作成，評価に関して学生がどれくらい理解し実践できているか，介護過程の
理解度・実践力を把握。
6 今後の介護過程の演習授業をどのように展開していくか授業研究の取り組みについての検討。
7 2年間にわたる「介護過程」の授業を振り返り，今後「介護過程」授業の目指すところを探る。
8 すべての科目において何らかの関連性がある「介護過程」についての科目間連携を検討。
9 新カリキュラム対応の介護過程の組み立てについての考え方，シラバス内容をたたき台として立案し，教育の資質向上の一助とした。
表1 授業・教授方法研究の目的一覧
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いずれもその職務を遂行するための職業過程というものがある。介護過程の
展開に関する記録類はまだまだ統一性もなく発展途上の段階だと考えてい
る。今後実習施設との連携も含め，介護過程の展開法，それにまつわる記録
類の統一など課題は多い」と問題提起をし，介護観構築に向けての教授法に
ついての検討を行っている。
2．アセスメント関係
アセスメント関係に関する研究については，表2で示すように22件が確
認された。研究目的では，専門性の高い介護を行うために必要となるアセス
メント能力を向上させるための研究と，具体的なアセスメントツールを開発
しアセスメント能力の向上を測定するための研究に二分化されている。介護
過程におけるアセスメントの要素には，①情報収集，②分析・解釈，③統合
化，④課題の明確化の4項目が含まれる。学生の利用者に対する気づきを
分析することにより感性と洞察力を養う教育方法の検討を行った小車他
（2010）は，「食事や排泄といった生活場面で直接利用者と関わりながら，利
用者の言動や状況についてあれこれと気づくことが介護の始まりとなる。つ
まり，どのようなことに気づくことができるかが利用者の理解を深め，生活
研究内容
1
介護現場で求められるアセスメント能力・介護過程に基づき利用者の生活構築
を目的とした課題を明確化する力・モニタリングの手法等を育てるために必要
なもの，あるいは現在の学生に不足がちなものについて考えていく。
2 第2段階実習時に行った介護過程をもとに，担当した利用者のどのような介護ニーズに着目しているのか，その着眼点に焦点を当てる。
3 ICFの5要素と本人の思いを横軸に，活動・参加の中項目を縦軸にしたICFマトリクス情報整理シートを使用し，情報の有用性と今後の課題について検討。
4 対象理解を深めることを目的とした関連図の作成を授業に盛り込んで，この関連図の作成について学生はどのように捉え・感想を検討する。
5 介護過程の教授法の内容や，大学独自のアセスメントシートを作成し，学生のアセスメント能力に対してどのような影響を及ぼしたかを検討。
表2 アセスメント関係研究の目的一覧
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研究内容
6 模擬演技を見た学生の「気づき」を分析することにより，学生が介護過程を習得する際の課題を検討。
7
2007年の指定科目にとったテキストを編纂した人たちはどう捉えたのかと
いった現状分析をし，日常生活支援にバージニアヘンダーソン理論を用いたア
セスメント用紙を提案。
8 介護技術講習における介護計画作成の学習方法に焦点化し，1回のみの講義でも論理的に思考するスキルを受講生に習得させる教材の開発を検討。
9
「情報の関連図」が利用者の全体像を捉えるのに有効であることを明らかにし，
筆者が2009年3月に修士論文で考案した「介護福祉ニーズに視点をおいた介
護過程（介護過程の展開ツール）」に追加することを目的とする。
10
学外でのフィールドワークにおけるアセスメント（ＦＡ）と学内のグループ学
習（ＧＷ）に協調学習を取り入れ，介護過程の基礎的なアセスメントにつなが
るかを自己評価および記録物から検討。
11 情報の解釈を助けるワークシートを作成し，限られた情報から「その人らしい生活」を解釈する視点を養うための教授方法について検討。
12 介護過程の展開用紙を独自に作成し，その専門性を高くすることを目的とする。
13 本学における過去4回の介護過程シートの変遷を整理し，介護過程の教育で何を課題としてきたかを振り返る。
14
アセスメント・トライ版とアセスメント・ベーシック版の2つのアセスメン
トシートを作成し，介護過程の理解および実践で活用できることを目的とす
る。
15 介護過程の事例研究を学生が理解しながら進めていけるような方法について検討する。
16 生活関連図を用いた介護過程展開の試験評価結果と介護実習後の自己評価結果を比較し，今後の生活関連図学習方法の課題を把握。
17
介護の視点で利用者の問題状況や可能性をアセスメントし，その分析を活かし
た利用者にとって効果的な介護計画の立案，実施ができるためには，教育方法
をどのように改善しなければならないのか科目「介護過程Ⅲ」を客観的に評価
する。
18 ペーパーシミュレーションを用いた介護過程の授業展開が，介護実習2段階，3段階においてどのように学生の理解につなげられたかを明らかにする。
19 専門的なアセスメント力の強化を図るために，今回生活関連図という教材を独自に作成し，授業に取り入れその理解度を把握する試みを行う。
20 模擬演技とラベルワークから，学生が記述したラベルを分析し，学生の気づきの内容を検討。
21 学生がディマンズへの疑問からニーズを明らかにし，求められる支援を導き実践する能力を高めるために，効果的な教育方法の考察をする。
22 介護過程の30時間を振り返り，介護過程の習熟度を分析し，専門職業人として必要なアセスメント能力の強化を図るアプローチの効果を測定する。
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上の解決すべき課題を明確にし，利用者に応じた介護方法を見出していく鍵
となる」と述べている。
具体的にアセスメントシートを使って学生のアセスメント力向上を目指し
た研究では，横尾他（2009）が「生活関連図」という教材を独自に開発し，
授業に取り入れている。ここでいう「生活関連図」は，看護領域において患
者の健康障害を理解し，看護の方向性を見出すために記述する病態関連図を
基盤にして，介護の利用者の状況や生活環境，介護に必要な問題点について
その概念をキーワードで表示し相互関連性を線分で繋いで図式化したもので
ある。また，杉山（2014）は，「情報の関連図」を考案し，前述の「生活関
連図」と同様に情報を矢印や線で繋いで行き，利用者の全体像を捉えるため
のツールとしてどちらも学生のアセスメント力向上には一定の効果を上げて
いる。さらに佐藤他（2009）は，現在全国の介護福祉士養成校等で開催され
ている介護技術講習会の受講生に対し，4日間の講習会という限られた日
数の中で，いかに論理的に思考するスキルを受講生に習得させることができ
るかということを目的として，ロジカルシンキングに基づくワークシートを
活用した効果的な教材を開発する研究を行っている。また，柊崎（2009）は
「アセスメントとは判断を導き出す過程である。よって，判断に至るプロセ
スの中に何を入れるか，どんな指標をもつかは判断の信頼妥当性のエビデン
ス（根拠・明証性）を示すものである」と延べ，アセスメント記録様式の検
討を介護過程の教育方法という側面から検討している。また，介護過程の基
礎的なアセスメント能力の修得につなげるための研究を行った武田（2010）
は，「介護過程はひとつの思考過程であり，学習者が支援方法を判断するた
めに，アセスメントを含む介護過程の展開能力を修得することが重要とな
る」と述べている。
3．実習関連
介護過程と介護実習との関連性についての研究では，表3で示したよう
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研究内容
1 実習Ⅱを体験することが学生の自己効力感に影響するのか，さらにはどの構成要素に反映されるのかを検討。
2 学生の介護実習をより効果的に実施するためには，事前の指導が重要であると仮定し，介護過程に関するアンケートを実施し，その内容を分析。
3 本学における介護過程の教育方法について，実習指導者および学生に対するアンケート調査の結果から，その効果と問題点を考察。
4 実習施設の協力から実習指導の内容分析を行い，結果を今後の介護福祉実習指導および養成校と指導者の連携の資料として活かす。
表3 実習関連研究の目的一覧
に4件あり，学内学習と施設で行われる実習での効果等を検討する研究が
行われている。鍋島他（2011）は，介護過程の学習内容が介護実習でどれく
らい実践できているかどうかを検証した結果，「介護施設における介護は，
ケアマネジャーが作成したケアプランに基づき援助は展開されているが，さ
らに介護職として二次アセスメントを行い，介護計画を作成して介護を行う
いわゆる介護過程の展開が実践されている施設が少ないのではなかろうか。
このことも介護職員の介護過程に関する理解の低さの一因ではないか」と述
べ，介護過程の学内学習と介護現場での介護過程との乖離を問題提起してい
る。また尾台他（2014）は，介護実習における学生の実習課題達成状況を明
らかにして，実習内容を検討する基礎資料にするための研究を行った結果，
学内でのペーパーシミュレーションの事例での理解が，介護実習ではさらに
確実な知識にしていくことができていることを明らかにしている。
4．教材開発
教材開発に取り組んだ研究は2件（表4）あり，実際にe-learning
（electronic learning）による介護過程の学内授業と介護実習での介護過程の
実際が統合できるような教材開発を目指したのが横山他（2010）である。介
護過程教授のためのICT（Information and Communication(s) Technology）
を活用した教育プログラムを独自に構築し，授業，評価，実習前のe-
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研究内容
1
e-learningによる介護過程の学内授業と，実習現場での介護過程の実際が統合
できるような教材を目指した教育プログラムを開発して，授業改善に取り組ん
だ。本稿はこの教育プログラム実践報告であり，プログラムの評価を行う。
2
ファカルティ・ディベロプメントとして，介護福祉士養成に必修の領域「介護
過程」の教材のICT（Information and Communication(s) Technology）化に取
り組んだ。
表4 教材開発研究の目的一覧
learningを活用した協調学習の教育評価の分析から，教育成果と授業改善に
向けての検証を行っている。そこで教材をICT化することにより，介護過程
の講義，演習，実習，事例研究が連動・体系化して指導できることになった
ことを発表している。
Ⅳ．考察
介護過程の定義について主要出版社から発刊されているテキストでは，思
考過程と定義しているものや，思考過程と実践過程のすべてを含む過程と定
義しているものなど，表現の仕方に差はあるものの一定程度の統一はされつ
つある。介護実践の一連の流れは，まず利用者の日常生活に対する困りごと
や問題点から生活の課題点を抽出し，介護計画を立案する。そして計画を実
践した結果について問題点や課題が解決しているかどうかなど利用者の反応
等について評価を行う。そして，その評価により計画についての必要な修正
を行うという介護のプロセス全体が介護過程であり，そこには思考すること
が常に求められているのである。これらのことからも介護過程は思考過程と
実践過程のすべてを含む一連の流れと定義することができるだろう。
新カリキュラムの「介護」領域において，教育内容に含まれた「生活支援
技術」の学習のねらいでは「尊厳の保持の観点から，どのような状態であっ
ても，その人の自立・自律を尊重し，潜在能力を引き出したり，見守ること
も含めた適切な介護技術を用いて，安全に援助できる技術や知識について習
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得する学習とする」と示されている。そこで想定される教育内容の例として
ICFの考え方が導入された。ICFは2001年に世界保健機関（WHO）によっ
て発表された国際生活機能分類（International Classification of Functioning,
Disability and Health）で，障害を人が「生きる」こと全体の中に位置づけ
て，人間の生きることの全体像を分析的かつ総合的にみていくための枠組み
として発表されたものである。そこで新カリキュラムでは，生活支援の考え
方にICFの視点に基づくアセスメントを実施することを挙げているが，ICF
の視点でのアセスメントについて研究を進めた論文は少ない。また，ICFの
他にマズローの「ニード論」等を示しているテキストもあるが，介護独自の
理論は開発されていないと言わざるをえない。介護過程の構成要素とアセス
メントの位置づけについて研究を進めた池田他（2012）は，介護過程の考え
方は看護やソーシャルワークにおける社会福祉援助技術，ケアマネジメント
など他分野から考え方等を導入していることを指摘している。この要因の一
つとして，介護が専門職として誕生してからまだ20数年しか経っておらず，
介護過程の拠り所となる介護理論研究が十分に開発されていない現状がある
ためではないだろうか。しかし，専門職にとって理論を持つということは，
実践を行う上において判断を裏づけることになり，その職の専門性を構築す
ることに繋がるのである。独自の介護理論が確立されていない状況におい
て，介護に対する考え方や見方を体系的に理論づけるためにも今後はICFの
考え方を含む介護理論研究の充実が求められるだろう。介護福祉の基盤とな
る介護理論研究を充実させることができるならば，それらの理論に基づいた
介護実践を根拠ある介護過程展開とすることが可能となり，さらには介護の
専門性の構築に繋がるのではないだろうか。
また，介護過程の教育方法について小車他（2010）は，教員による模擬演
技授業を実施し「利用者の状態と関連づけるができる医学的な専門知識の習
得，社会背景や性格，価値観や障害の受け止め方等の心理を感じ取る感性を
高め，推察する洞察力を養う教育，具体的な介護方法をイメージできる教育
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方法の工夫が課題である」と指摘した。利用者の言動や状況についてあれこ
れと「気づく」ことが介護の始まりとなり，どのようなことに「気づく」こ
とができるかが利用者の理解を深め，生活上の解決すべき課題を明確にし，
利用者に応じた介護方法を見出していく鍵となると述べている。社会福祉士
及び介護福祉士法第2条第2項に，介護福祉士は「専門的知識及び技術を
もって，身体上又は精神上の障害があることにより日常生活を営むのに支障
がある者ににつき心身の状況に応じた介護を行う」と定義されているよう
に，介護の対象となる人の心身の状況に応じた対応を行うには，アセスメン
ト力を向上させることが必要となり，そのためには，介護福祉士の利用者に
対する「気づき」などの観察力を向上させる教育が必要である。アセスメン
ト力向上について横尾（2013）は「アセスメント力を向上させるためには，
専門知識の理解や，実習体験などの事例を想起させながら，解釈を深め，問
題解決能力を高めていくことが大切である」と述べているように，介護過程
の教育は学内学習のみならず，介護実習という実際の介護現場において学生
が直接的に利用者と関わり，介護過程の一連のプロセスを体験していく中で
アセスメント力をはじめとする能力を身につけていくことが必要であろう。
そのためにも介護実習においては，養成校と実習施設との更なる連携および
協働が求められることとなり，介護実習を通しての介護過程研究もさらに進
められることが望まれる。
また，介護過程におけるアセスメントでは，利用者に関する多面的な情報
収集からそれらの情報を整理し，それぞれの情報の意味を解釈したうえで，
情報を統合化していくという一連の作業を通して課題を明確化していく。こ
のことについて，稲田他（2009）は「介護過程の展開は，アセスメントシー
トの様式を単に埋めるという作業ではなく，学生自身が利用者のニーズに
あった介護を考える過程の道筋を明文化し，実践していくことである。ま
た，その過程が論理的で根拠があることが必要である。論理的で根拠がある
ためには，アセスメントできる基礎知識，視点をもつことが重要である」と
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述べている。このことからも利用者に関する多角的な情報の分析力を養うた
めの専門的知識を身につけておくことはアセスメントを行う上において不可
欠な条件となり，ただ単なる介護過程の方法論だけの教授では介護過程教育
は進まないといえるだろう。これらアセスメントツールの開発に向けては，
「ワークシート」や「生活関連図」「情報の関連図」など学生のアセスメント
力を向上させるためのいわゆる教材開発や検討など利用者理解の方法として
一定の有効性も報告されている。このようにアセスメント教育が介護過程教
育においては重要であるということは全研究者の見解で一致している。すな
わち，アセスメントの一連の過程をどのように導いていくかということが介
護過程教育のなかでは重要な位置を占めており，アセスメントシートといわ
れるツール開発は介護過程教育を進めていくうえでの重要な課題となるだろ
う。
なお，わが国では前述のようにICTを活用した教育の推進が図られてい
る。ICTの特長として，①時間や空間を問わずに，音声・画像・データ等を
蓄積・送受信できるという時間的・空間的制約を超えること，②距離に関わ
りなく相互に情報の発信・受信のやりとりができるという双方向性を有する
こと，③多様で大量の情報を収集・編集・共有・分析・表示することができ
るなど，カスタマイズが容易であることが挙げられている。これらのICTの
特長を生かした介護過程教育プログラムの開発も進められているが，まだま
だ数の上では少数であり，今後はさらにICTの特長を生かした教育プログラ
ムを積極的に開発し，それらの教育効果などの検証に関する研究なども進め
ていく必要があるだろう。
新カリキュラムに定められている教育内容の領域「介護」の目的は，①介
護サービスを提供する対象，場によらず，あらゆる介護場面に汎用できる基
本的な介護の知識・技術を養う，②自立支援の観点から介護実践できる能力
を養う，③利用者のみならず，家族等に対する精神的支援や援助のために，
実践的なコミュニケーション能力を養う，④他職種との協働やケアマネジメ
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ントの制度の仕組みを踏まえ，具体的な事例について介護過程を展開できる
能力を養う，⑤リスクケアマネジメント等，利用者の安全に配慮した介護を
実践する能力を養うこととされている。専門性のある介護を実践するために
は，根拠のある介護を展開しなければならない。そのためには新カリキュラ
ムで示された「人間と社会」「介護」「こころとからだのしくみ」などの3
領域で学習した知識や技術を統合して，介護過程を展開する能力を養うこと
が求められている。具体的には介護理論に基づいて各科目の関連づけを意識
した教育を行うことが不可欠であり，アセスメント力を養うための論理的思
考の習得を目指す。そして，学生自身が学んだ知識・技術を施設実習で駆使
し，そこでの利用者との関わりの中で，絶えず思考を行い判断と評価に基づ
いた考察ができるという課題解決能力を習得できるよう教育内容や方法を研
究開発していくことが介護過程教育に求められている課題である。
Ⅴ．結論
本稿では，介護過程教育のあり方についての文献を検討することによっ
て，介護過程教育の今後の課題を明らかにすることを試みた。その結果，①
ICFの考え方を含む介護福祉の基盤となる介護理論研究の充実，②施設介護
実習を通しての介護過程研究の充実，③アセスメントシートといわれるツー
ルの開発，④介護理論に基づいて各科目の関連づけを意識した教育の実施と
いう4つの課題が明らかになった。介護福祉士養成教育において，学生が
論理的思考のプロセスを身につけることは介護過程教育の最大の課題とな
る。各利用者に応じた個別ケア実践を行うためには，まず利用者の状況を多
側面から捉え，情報間の関連性から現状を理解するというアセスメント力を
向上させることが重要となり，介護過程教育においても重点的に力を入れて
いく必要があるだろう。しかし学内学習のみでアセスメント力を向上させる
ことには限界があり，今後は介護過程教育と介護実習のさらなる協調学習が
求められるだろう。また，そのためには施設ケアの中で介護過程に沿った実
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践が行われるよう体系づくりが必要である。介護過程教育はまさに資質の向
上に向けての人材養成の一つであり，その教育に携わる筆者も，介護福祉士
の専門性構築のために介護過程研究を今後さらに進めていきたい。
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